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本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

国
民
年
金
制
度
は
、
老
後
生
活
の
支

え
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
十
分
に
理
解
し
な
い

た
め
、
加
入
、
脱
退
な
ど
の
手
続
き
を

し
な
か
っ
た
人
や
国
民
年
金
保
険
料

を
わ
ず
か
の
期
間
納
め
忘
れ
た
た
め

に
障
害
年
金
や
母
子
年
金
を
も
ら
え

な
か
っ
た
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
制
度
に
は
、
収

入
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
保

険
料
の
納
入
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
国
民
年
金
制
度

に
対
す
る
質
問
や
照
会
、
相
談
を
お

受
け
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
移
動

相
談
所
を
開
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

　　　　　　福祉年金証書を交付

　福祉年金の11月期の支払いが各郵便局ではじまり

ます。受給者からお預りしてある福祉年金証書を下

記の日程でお渡ししますので、印鑑および保管証を

必ず持参の上、指定の交付場所でお受けとりくださ

い。受けとりは代理の方でも結構です。

　例年、午前中は混み合いますが、午後からは比較

的すいています。なお、指定された日時以外は、市

役所の市民生活課年金係の窓口で交付します。

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

★
開
設
期
日
お
よ
び
会
場

十
一
月
六
日
㈹
　
下
条
地
区
公
民
館

十
一
月
七
日
㈱
　
中
条
地
区
公
民
館

十
一
月
八
日
㈲
　
吉
田
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー

十
一
月
九
日
働
　
水
沢
地
区
公
民
館

十
一
月
十
四
日
㈱
　
十
日
町
市
役
所

市
民
相
談
室

★
開
設
時
間

　
各
地
区
会
場
と
も
午
後
一
時
半
～

四
時
ま
で
で
す
。
十
日
町
市
役
所
会

場
で
は
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
の

年
金
専
門
官
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
時
間
も
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま

で
と
な
り
ま
す
。

◆
◆
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
◆
◆

　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
つ
ぎ
に
よ

り
年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
年
末
調
整
の
た
め
に
必
要
な
説

明
書
お
よ
び
諸
用
紙
な
ど
は
、
当
日

会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
徴
収

義
務
者
の
方
々
は
ぜ
ひ
と
も
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
十
一
月
九
日
働
　
午
前
十

時
お
よ
び
午
後
二
時

●
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

年ヲk’訥整
税の無料

相談へどうぞ

●日時難月魏
　圖（月）午後1時

　～4時

●場所　ライオ

　ン堂正面玄関

く税を知る週閲〉

　11／”～“117

日
　
　
時

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
給
郵
便
局

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

六
箇
簡
易
郵
便
局

六
箇
簡
易
郵
便
局

川
治
簡
易
郵
便
局

川
治
簡
易
郵
便
局

中
条
公
民
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
条
公
民
館

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

千
　
手
　
郵
　
便
　
局

水
沢
公
民
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

n
月
1
3
日
㈹

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

r無．．撮．法縫籔雛獺『一雛一

　新潟県弁護士会法律相談センターでは

つぎにより、巡回無料法律相談を実施し
ます。

●日時11月6日（幻午前10時～午後3時
●会場　市保健センター3階集団指導室

●相談担当者　弁護士：大塚勝、神山博之

※予約制（1人30分）としますので、相談

をを希望する方は、11月2日までに市・

　市民生活課（智57－3111㊥144、147）に

ご連絡ください。

一犠設人鑛想談所を闘畿一

　新潟地方法務局と長岡人権擁護委員協

議会では、つぎのとおり、特設人権相談

所を開設します。相談は無料、秘密は厳
守されます。

●日時　11月9日㈹午前10時～午後3時
●会場　十日町市公民館第五集会室

●相談担当者　法務局長岡支局総務課長

　森孝雄、人権擁護委員・小林賢秀、武

　田文雄、竹内茂、中林秀一郎

十
ロ
月
－
日
の
市
民
と
語
る
日
は

　
　
　
“
芸
術
・
文
化
”
を
テ
ー
マ
に

　
本
年
度
最
後
の
市
民
と
語
る
日
は
、

市
の
重
点
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
七

回
目
と
し
て
、
　
「
芸
術
・
文
化
の
振

興
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
一
月
一
日
㈲

午
後
四
時
～
六
時
ま
で
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
三
階
・
集
団
指
導
室
で
、
座

談
会
形
式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
活
動
の
中
核
と
な
る

各
地
区
公
民
館
の
改
築
も
進
み
、
市

民
会
館
を
含
め
て
活
発
に
利
用
さ
れ
、

芸
術
・
文
化
活
動
の
輪
は
年
々
広
ま

づ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
総
合
計
画
で

も
、
文
化
会
館
・
図
書
館
な
ど
文
化
施

設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
施
設
整
備
を
含
め
た
芸

術
・
文
化
活
動
の
振
興
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。
フ
リ
ー
の
参
加
者

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一11月の日曜営業

　ガソリンスタンド（輪番制）

4日　龍巳石油仙田給油所

　　　富剛石油馬場給油所

　　　㈱山松商店十日町給油所

11日　川西農協川西農協給油所

　　　十日町石油㈱十日町第一給油所

　　　十日町石油㈱十日町第二給油所

18日　米岡石油㈱川西町給油所

　　　㈱村昭十日町給油所

　　　十日町木工㈱十日町西給油所

25日　㈱山松商店川西給油所

　　　㈱新潟ケンベイ美雪町給油所

　　　アイランド商会上島給油所

　　　各種相談へ
〈交通事故相談〉　11月5日（月）

〈定例行政相談〉　11月15日（木）

〈巡回内職相談〉　11月16日（金）

時間10：00～15：00　会場市役所市民相談室

一『「丁｝
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　　　　　　　午後1時～

　　　　　　　記念式典

1．開　式

2．君が代斉唱ならびに市民の願い朗読

3．式辞

4．あいさつ

5．市政特別功労者表彰

6．祝辞

7．祝電披露

8．閉　式

姉妹都市提携で署名する春日前市長（昭和50年）

午後3時10分～

記念講演会

「思うこと」

　幸田　文先生

薩
職
購
．
暇
．
．
．
．
鍮
．
麟
．
霧
難
灘

雛纏纏鎧猛麺纒濯　鍵灘

市制施行祝賀パレード（昭和29年）

午後2時15分～

市民のつどい

　　　　　　　　　1．鼓笛演奏〈北越保育園鼓笛隊＞

　　　　　　　　　★ドラム・マーチ
　　　　　　　　　★聖者の行進
　　　　　　　　　2．合　唱〈十日町小学校合唱部＞

　　　　　　　　　★つばさをください
　　　　　　　　　★合唱組曲「佐渡の四季」より「おけさ

　　　　　　　　　　の島から」　＜春〉

鍵躍爆欝：饗縮灘｝なろ太鼓

　　　　　　　　　5．フィナーレ〈十日町市舞踊協会＞

　　　　　　　　　★十日町小唄

第1回市民と語る日（昭和54年）

　
　
ア
マ
丞
聾
薫
難
線
縁
開
運
吊

　
　
　
　
　
電
波
を
通
し
て
世
界
の
国

馬
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
市
内

ザ
ァ
．
篶
鐸
・

　
　
　
や

2
ギ
　
’
“
黛

。
　
示
↓
　
　
、
　
講

一
階
展
ホ
　
弼

・
2
　
藩

　
　
　
　
　
麟
出

　
　
　
　
レ
　
⊃
　
肝

～
2
き
　
　
ー
グ

へ
　
　
小
中
学
生
が
3。
年
の
思
い

　
　
小
嚥
蛍
盤
絵
画
展

市扇驚稽響難物展

　市内愛好者の力作揃いです。

　　　華やかな菊と落ちつきの

　　　　ある焼物のコントラス

　　　　　トをお楽しみくだ

　　　　蓼の演菱
2階
　　　　　ホール内では、琴の
　展示
　　　　　　調べが優雅なくつ
　ホール
　　　　　　ろぎを与えてく
茶碗は市内愛　　　　　　れます。

星璽冨真展
広大な宇欝に広がる無

数の星たち…。

時を忘れてタイム

スリップ。
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住
み
よ
く
活
気
あ
る

　
　
産
業
田
園
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て

　
近
年
．
十
日
町
市
を
取
り
ま
く
内
外
環
境
の
変
化
が
著
し
い
と
し
て
、

か
ね
て
＼
十
日
町
市
総
ム
ロ
計
画
審
議
会
に
、
’
総
ム
ロ
計
画
の
見
百
し
に
つ
い

て
諮
問
し
て
い
ま
し
た
が
￥
十
月
十
三
日
￥
作
藤
栄
作
審
議
会
々
長
よ
り

諸
里
市
長
に
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
￥
地
万
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
．
市
議
会
に
提
案
し
．
十
目
二
十
二
臼
￥
こ
れ
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ム
フ
後
．
市
政
運
営
の
指
針
と
し
て
活
用
さ
れ
て
行
き
ま
す
が
、
見
直
し

を
さ
れ
た
￥
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
・
基
本

計
画
・
実
施
計
画
の
三
段
階
に
分
か

れ
て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
構

想
は
、
市
の
将
来
像
と
市
民
生
活
の
、

姿
を
か
か
げ
、
目
標
達
成
の
た
め
の

施
策
の
大
綱
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
基
本
計
画
は
、
構
想
に
基
づ
き

各
部
門
ご
と
に
、
現
況
と
課
題
を
的

確
に
把
握
し
、
市
の
将
来
の
あ
る
べ

き
方
向
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。
実
施
計
画
は
、
基
本
計

画
で
定
め
ら
れ
た
施
策
を
、
市
政
運

営
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い

く
か
を
、
年
度
別
に
明
ら
か
に
し
、

毎
年
度
の
予
算
編
成
の
指
針
と
す
る

も
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
目
標
年
次
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
構
想
は
昭
和
七
十
年
、

計
画
は
昭
和
六
十
五
年
を
目
標
と
し
、

市
の
め
ざ
す
将
来
像
（
明
る
く
住
み

よ
い
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち
。

健
康
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
市
民
生
活

を
送
れ
る
ま
ち
。
地
域
に
根
ざ
し
た

個
性
豊
か
な
人
づ
く
り
を
す
す
め
る

ま
ち
。
活
気
あ
る
調
和
の
と
れ
た
産

業
の
確
立
し
た
ま
ち
。
）
と
と
も
に
、

基
本
的
事
項
は
変
え
る
こ
と
な
く
、

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
社
会
経
済
指
標
で
は

・
昭
和
七
十
年
の
人
口
は
、
五
五
、
○

○
○
人
が
五
二
、
○
○
○
人
に
、
世
帯
数

は
一
六
、
一
〇
〇
世
帯
が
一
三
、
六
五

〇
世
帯
に
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

●
都
市
基
盤
の
整
備
で
は

・
大
沢
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
・
十
日
町

大
橋
の
架
橋
・
十
日
町
駅
周
辺
の
道

路
交
通
手
段
と
関
連
す
る
施
設
の
整

備
・
特
別
重
要
水
源
山
地
対
策
事
業

の
促
進
・
信
濃
川
か
ら
の
導
水
に
よ

る
流
雪
溝
用
水
等
の
確
保
・
地
域
生

活
防
災
ダ
ム
の
建
設
促
進
・
小
型
除

雪
機
械
購
入
補
助
制
度
の
新
設
、
な

ど
で
す
。

　
●
生
活
環
境
の
整
備
で
は

㌔
地
下
水
と
表
流
水
の
併
用
に
よ
る

安
定
給
水
の
確
保
・
下
水
道
二
期
計

画
区
域
内
の
汚
水
管
の
早
期
整
備
・

公
共
下
水
道
区
域
外
の
下
水
道
整
備

計
画
の
策
定
・
広
域
行
政
推
進
に
よ

る
火
葬
場
の
移
築
・
緑
道
、
市
街
地

公
園
の
整
備
な
ど
で
す
。

　
●
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
市
民
生
活
で
は

・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
る
健

康
管
理
機
能
の
充
実
・
地
域
医
療
計

画
の
策
定
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
・
保
育
所
の
適
正
配
置
と
機

能
の
充
実
・
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど
で
す
。

　
●
個
性
豊
か
な
人
づ
く
り
で
は

・
四
〇
人
学
級
実
現
の
促
進
・
実
業

高
校
に
機
械
・
電
子
工
学
科
の
設
・
置

の
促
進
・
産
業
に
対
応
す
る
専
門
学

校
等
の
誘
致
・
青
少
年
育
成
団
体
の

組
織
強
化
・
文
化
会
館
の
建
設
・
広

域
的
施
設
と
し
て
の
公
認
陸
上
競
技

場
の
建
設
・
市
街
地
集
会
施
設
と
し

て
、
南
・
北
部
会
館
の
建
設
な
ど
で

す
。

●
産
業
の
振
興
で
は

．
菊
イ
モ
の
栽
培
方
法
を
確
立
、
特

産
物
と
し
て
の
産
地
化
の
促
進
・
天

蚕
飼
育
と
天
蚕
糸
活
用
に
よ
る
織
物

産
業
の
活
性
化
・
新
林
業
構
造
改
善

事
業
の
導
入
・
き
も
の
産
業
首
都
づ

く
り
・
き
も
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
・
魅
力
あ
る
商
業
地
づ
く
り

の
た
め
の
商
業
近
代
化
実
施
計
画
策

定
の
促
進
・
当
間
高
原
開
発
の
促
進

・
北
越
北
線
の
観
光
的
活
用
・
新
し

い
交
通
体
系
の
展
開
に
伴
う
優
良
企

業
導
入
の
促
進
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
が
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た

り
、
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　
今
年
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
、

「
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
」
の
起

工
式
が
、
十
月
十
六
日
、
現
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
こ
の
事
業
を
手
が
け
る

安
達
グ
ル
ー
プ
、
当
間
高
原
開
発
㈱

の
代
表
者
を
は
じ
め
、
市
や
地
元
関

係
者
が
出
席
。

　
県
内
で
も
大
規
模
な
ク
ラ
ス
と
な

る
こ
の
ス
キ
ー
場
は
、
広
域
観
光
ル

ー
ト
の
中
核
と
し
て
、
そ
の
完
成
が

待
た
れ
て
い
ま
す
。

首十日

％　ク

は
や
く
お
っ
き
く
な
～
れ

　
　
　
　
（
％
5
8
年
出
生
児
記
念
植
樹
）

　
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

親
子
合
わ
せ
て
約
一
二
〇
〇
人
が
十
日
町

総
合
公
園
に
集
合
。
一
本
の
山
つ
つ
じ
の

苗
木
に
我
が
子
の
成
長
を
託
す
“
お
も
い

で
事
業
”
で
す
。
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下
水
道
一

の
普
及
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
■

b

“

さ

　
快
適
で
文
化
的
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
市
民

の
願
い
で
す
。

　
市
で
は
、
下
水
道
の
普
及
促
進
を
め
ざ
し
、
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
事

業
の
一
環
と
し
て
、
九
月
十
五
日
に
「
小
学
生
の
一
日
下
水
処
理
セ
ン
タ

ー
職
員
」
を
実
施
。
さ
ら
に
下
水
道
計
画
区
域
内
の
小
・
中
学
校
六
ヵ
校

を
対
象
に
「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
っ
た
結
果
、
図
画
、

ポ
ス
タ
ー
、
作
文
、
標
語
の
優
れ
た
作
品
一
二
三
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
作
品
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
。
十
月
十
七

日
、
市
役
所
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
市
長
賞
を
は
じ
め
入
賞
の
児

童
・
生
徒
に
賞
状
・
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
「
全
国
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出

品
さ
れ
、
今
後
の
下
水
道
の
普
及
促
進
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

しろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

胸をはって表彰式

轟

6年

；信弘
西

饗
．

西小学校6年
　　馬場浩一

十日町中学校2年
　　田口　博之

ポ
ス
タ
ー

図
　
画

標
　
語

作
　
文

部の校学小

市
長
賞

水
落
　
信
弘

　
（
西
小
六
年
）

馬
場
　
浩
一

　
（
西
小
六
年
）

庭
野
　
　
治

　
（
西
小
五
年
）

浅
妻
こ
ず
え

　
（
西
小
五
年
）

銀
賞

金
崎
　
　
功

　
（
西
小
五
年
）

中
島
　
久
恵

　
（
東
小
六
年
）

西
野
　
善
敬

　
（
東
小
四
年
）

松
井
　
晃
一

　
（
東
小
四
年
）

丸
山
　
貴
光

　
（
東
小
二
年
）

銅
賞

関
口
　
直
宏

　
（
西
小
六
年
）

庭
野
　
議
隆

　
（
東
小
六
年
）

岡
村
　
和
雄

　
（
西
小
六
年
）

佐
藤
　
　
修

　
（
東
小
四
年
）

小
宮
山
悟
史

　
（
東
小
二
年
）

部の校学中

市
長
賞

田
口
　
博
之

（
十
日
町
中
二
年
）

中
沢
　
房
江

（
十
日
町
中
一
年
）

村
山
由
利
子

　
（
南
中
二
年
）

貴
田
　
和
美

　
（
南
中
二
年
）

大
島
　
賢
一

（
＋
日
町
中
三
年
）

石
井
　
典
之

（
十
日
町
中
二
年
）

銀
賞

春
日
　
康
典

（
十
日
町
中
二
年
）

蕪
木
　
政
典

（
十
日
町
中
一
年
）

池
田
　
茂
幸

（
十
日
町
中
二
年
）

銅
賞

石
井
　
典
之

（
＋
日
町
中
二
年
）

上
村
　
公
子

　
（
南
中
二
年
）

蕪
木
亜
希
子

　
（
南
中
三
年
）

長
谷
川
　
周

（
＋
日
町
中
二
年
）

庭
野
　
文
子

（
十
日
町
中
三
年
）

鈴
木
　
律
子

（
十
日
町
中
二
年
）

で
水
道

　
　
き
れ
い
な
壇
を

　
　
　
　
つ
く
る
み
ち

　
　
　
緻
か
、
載
み
年
慶
”
野
冷

鴨
胴
饗
　
．

結
び
つ
く

　
　
　
博
と
贈
で

』
下
水
進

　
　
　
書
難
垂
豊
繋
熱
．
申
浜
濠
螺
．

西小学校5年庭野　治十日町中学校1年中沢房江

「下水道と

馨私酬ら』轡
1　酒聡学校5年
　　桟妻　こずえ

　
私
は
、
こ
の
春
、

校
し
て
来
ま
し
た
。

黒
埼
町
か
ら
転

黒
埼
町
は
、
信

濃
川
の
ず
っ
と
下
流
に
あ
り
ま
す
。

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
黒
埼
町
の
町

長
を
し
て
い
る
の
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
二
人
で
、
黒
埼
に
住
ん
で
い
ま

す
。
私
も
一
ヵ
月
に
二
、
三
回
帰
り

ま
す
。
そ
の
時
に
水
道
の
水
を
飲
み

ま
す
。

　
十
日
町
は
、
下
水
道
が
な
く
よ
ご

れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
川
に
流
し
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
達
が
町
を
歩

い
て
い
る
と
と
て
も
い
や
な
に
お
い

が
し
ま
す
。

　
下
水
道
が
な
い
と
、
川
は
と
て
も

よ
ご
れ
て
し
ま
い
、
川
の
下
流
に
住

ん
で
い
る
人
も
と
て
も
こ
ま
る
で
し

ょ
う
。
私
は
、
黒
埼
で
水
道
の
水
を

飲
ん
で
い
る
と
と
て
も
い
や
で
す
。

川
の
上
流
の
き
た
な
い
水
を
飲
む
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
私
達
の
口
に
入
る
ま
で

に
は
、
た
く
さ
ん
の
薬
を
入
れ
な
け

れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
川
の
上

流
で
出
し
た
き
た
な
い
水
を
水
道
に

使
っ
て
い
る
黒
埼
町
や
新
潟
市
は
、

大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
海
は
、
ど
ん
ど
ん
よ
ご
れ
海
水
浴

に
い
っ
て
も
泳
ぐ
気
が
し
な
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
下
水
道
を
つ
く
れ
ば
そ
ん
な
こ
と

も
少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
い
や
な
に
お
い
が
し
な
い

の
で
、
道
路
を
気
持
ち
よ
く
通
れ
ま

す
。
川
も
海
も
き
れ
い
に
な
る
で
し

ょ
う
。
は
や
く
下
水
道
が
た
く
さ
ん

で
き
る
と
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
下
水
道
を
、
十
日
町
中
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
じ
ゅ
う
に
広
げ
、
き

れ
い
な
空
気
を
む
ね
い
っ
ぱ
い
に
す

い
、
き
れ
い
な
川
や
海
で
泳
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
私
達
の
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
物
な
の
で
す
。
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「発展途上国から
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私
の
住
む
十
日
町
市
で
は
、
現
在
、

下
水
道
設
備
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
正
直
言
っ
て
私
は
下
水
道

に
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
程
、

関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

か
ら
、
こ
れ
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、

少
し
下
水
道
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ

う
と
、
百
科
事
典
を
開
い
て
み
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
下
水
道
の
意
味
か

ら
設
置
の
用
法
、
下
水
道
の
種
類
ま

で
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
、
下
水
道
へ
の
関
心
を
持
た

せ
た
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
一
つ
は
下
水
道
の
歴
史
で
す
。

下
水
道
と
い
う
も
の
は
、
最
近
に
な

っ
て
で
き
た
も
の
だ
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
私
は
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
下
水
道
の
最
初
の
記

録
は
、
バ
ビ
ロ
ン
時
代
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
の
で
す
。
バ
ビ
ロ
ン
や
ア
テ

ネ
、
古
代
ロ
ー
マ
な
ど
に
は
た
く
さ

ん
の
上
下
水
道
の
事
績
が
残
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
私
は
こ
こ
で
、
改
め

て
古
代
人
の
頭
の
良
さ
と
偉
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
古
代
人
ま

で
も
が
下
水
道
を
考
え
だ
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
、
下
水
道
が

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い

馨
承馨

業る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
下
水
道
が
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
古
代
に
、
既

に
下
水
渠
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
事

実
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
で
す
が
、
事

典
に
は
、
二
つ
の
不
思
議
な
グ
ラ
フ

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
一

九
六
九
年
現
在
の
、
　
「
都
市
別
の
人

口
に
対
す
る
下
水
道
普
及
率
」
と
、

「
国
別
の
人
口
に
対
す
る
下
水
道
の

普
及
率
」
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
資

料
自
体
が
か
な
り
古
い
の
で
、
今
も

同
じ
状
態
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

日
本
の
都
市
の
東
京
や
、
日
本
と
い

う
国
全
体
が
他
の
国
か
ら
み
て
、
非

常
に
普
及
率
が
低
い
の
で
す
。
た
と

え
そ
の
記
録
が
今
で
は
も
う
、
過
去

の
も
の
で
も
、
私
は
不
満
に
感
じ
ま

す
。
現
在
の
日
本
は
い
ろ
い
ろ
な
面

で
、
世
界
の
先
進
国
で
あ
る
の
に
、

下
水
道
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
国
で
す
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に

も
優
れ
て
い
る
先
進
国
日
本
が
、
下

水
道
に
関
し
て
は
発
展
途
上
国
な
の

で
し
ょ
う
か
。
母
は
、
　
「
日
本
は
経

済
面
で
発
展
し
よ
う
と
ば
か
り
し
て

工
場
を
た
く
さ
ん
建
て
、
環
境
面
を
、

お
ろ
そ
か
に
し
た
の
で
は
な
い
か
一

と
言
い
ま
す
。
私
も
母
の
意
見
に
同

感
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
第
一
期
計
画
と

し
て
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
下
水
道

の
工
事
が
始
ま
り
、
現
在
、
第
二
期

計
画
に
入
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
四

月
一
日
現
在
で
は
、
一
六
二
・
六
五

箭
．
菅
菅
斎
瀞
瀞
繰
瀞
瀞
瀞
瀞
瀞
瀞
鋳
瀞
瀞
瀞
鎌
鋳
瀞
瀞
櫛
瀞
瀞
鎌
瀞
斎
瀞
瀞
瀞
瀞
蔚
蔚
瀞
瀞
瀞
瀞
鋳
鋳
瀞
斎
菅

礪
轍
道
翅
鰯
茎
霧
鐡
総
撰
励
巌
の
捌
巻
膨
る
載
．
畢

馨
葵
葵
菅
愚
菅
葵
輪
静
薇
莞
静
莞
莞
幹
馨
馨
蒔
莞
馨
莞
莞
莞
幹
惹
莞
静
愚
憩
莞
莞
簾
幹
莞
笹
幹
静
蒔
幹
畳
静
釆

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人
口
に
し
て
九
六
〇

〇
人
の
人
々
が
、
下
水
道
の
恩
恵
に

あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
。
私
の
住
む
町

内
で
も
、
も
う
す
ぐ
工
事
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
両
親
は
、
お
金
が
か
か
る

と
い
っ
て
心
配
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
反
面
、
衛
生
的
な
生
活
が
で
き
る

と
、
結
構
、
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
父
は
よ
く
、
自
分
の
幼
い
頃
の
話

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
話
に

よ
る
と
、
父
が
子
供
の
頃
は
、
プ
ー

ル
な
ん
て
い
う
も
の
は
な
く
、
ま
た

十
日
町
に
は
海
も
な
い
の
で
友
だ
ち

と
、
信
濃
川
へ
泳
ぎ
に
行
っ
た
そ
う

，
で
す
。
そ
の
頃
は
水
も
き
れ
い
で
ゴ

ミ
も
な
く
、
魚
が
た
く
さ
ん
い
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
川
に
は
ド

ジ
ョ
ウ
や
カ
ニ
が
い
て
、
い
つ
も
ド

ジ
ョ
ウ
と
り
を
し
て
遊
ん
だ
と
い
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
母
も
こ
ん
な
話
を
し
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昔
ば
水
道

が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
ど
こ

の
家
庭
で
も
、
洗
た
く
物
は
川
の
水

で
洗
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
井
戸
水
は
貴
重
で
飲
み
水
に
し
か

使
わ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
し
、
川
の

水
を
細
か
い
砂
利
で
こ
し
、
そ
の
水

を
飲
ん
で
い
た
家
も
あ
っ
た
の
だ
、

と
。
　
と
こ
ろ
が
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

織
物
工
場
か
ら
出
る
色
の
つ
い
た
排

水
や
、
人
間
の
生
活
が
向
上
し
て
洗

剤
な
ど
を
多
く
使
う
た
め
、
家
庭
か

ら
出
る
汚
水
な
ど
で
、
川
は
、
手
も

入
れ
た
く
な
い
程
汚
く
な
っ
て
い
ま

す
。
　
親
せ
き
の
農
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
こ
う
い
う
汚
れ
た
水
が
田
ん
ぼ

に
入
る
た
め
、
体
に
害
の
あ
る
お
米

が
で
き
た
ら
困
る
と
、
心
配
し
て
い

ま
す
。

　
父
が
保
健
所
に
務
め
て
い
た
頃
、

水
の
検
査
を
す
る
た
め
に
、
冬
で
も

信
濃
川
へ
水
を
く
み
に
行
き
、
保
健

所
の
県
下
の
会
議
に
出
席
す
る
と
、

小
千
谷
や
長
岡
の
方
の
人
た
ち
か
ら

「
私
ら
は
十
日
町
の
し
ょ
が
流
す
汚

い
水
を
飲
ま
せ
ら
れ
て
い
ら
ん
だ
ぜ

の
一
と
、
い
つ
も
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。　
昭
和
六
十
四
年
度
に
は
、
十
日
町

の
下
水
道
工
事
が
終
了
し
ま
す
。
す

べ
て
が
整
い
、
完
成
す
れ
ば
、
父
や

母
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
十

日
町
も
、
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
衛
生

的
で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
住
み
よ
い
町
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
な
れ
ば
川
も
少
し
ず
つ
昔
の
よ

う
に
き
れ
い
に
な
っ
て
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
心
配
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う

し
、
ト
イ
レ
に
繁
殖
す
る
ハ
エ
も
い

な
く
な
り
、
悪
臭
も
消
え
ま
す
。

　
日
本
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
下
水

道
の
普
及
し
て
い
な
い
地
域
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
日

本
中
に
下
水
道
設
備
が
普
及
し
、
下

水
道
の
発
展
途
上
国
か
ら
ぬ
け
出
し

先
進
国
に
な
れ
る
よ
う
、
私
は
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
り
　
ん
市

の
に
姦
驚

町
人
　
　
糸
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
野
埼

日
　
　
　
　
加
西
～

十
　
　
　
．

醜
総
鴻
雛
墾
鴇
離

々
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
”
の
舞
台

に
な
っ
た
埼
玉
県
川
口
市
か
ら
、
九

月
に
十
臼
町
の
人
に
な
っ
た
ば
か
り
。

加
賀
糸
屋
町
・
西
野
良
昭
さ
ん
（
柔

道
整
復
師
・
29
歳
）
の
お
嫁
さ
ん
で

す
。★
良
昭
さ
ん
は
柔
道
整
復
師
の
学
校

を
卒
業
後
、
川
口
布
の
開
業
医
に
勤

務
。
溝
美
さ
ん
の
家
ま
で
歩
い
て
十

分
と
い
う
こ
と
で
顔
見
知
り
に
な
り
、

四
年
の
交
際
後
ゴ
…
ル
イ
ン
、
　
「
で

も
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
高
校
時
代

に
患
者
で
通
院
し
た
時
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

★
中
・
高
校
と
水
泳
部
。
卒
業
後
も

水
泳
、
テ
ニ
ス
そ
し
て
ス
キ
ュ
ー
バ

ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
　
「
結
婚
す
る
と
機

会
も
な
い
の
で
、
小
笠
原
、
　
セ
ブ
島

へ
友
達
を
無
理
や
り
誘
っ
て
行
っ
で

来
ま
し
た
」
と
清
美
さ
ん
。
ス
ポ
ー

ツ
万
能
の
う
え
、
行
動
力
も
な
か
な

か
旺
盛
で
す
。

　
対
す
る
良
昭
さ
ん
は
柔
道
を
「
今

の
仕
事
に
入
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま

し
た
」
と
の
こ
と
。

★
良
昭
さ
ん
を
“
に
ぎ
や
か
な
人
”

清
美
さ
ん
を
“
お
て
ん
ば
”
と
、
お

互
い
に
診
断
。
　
「
お
ば
あ
さ
ん
と
お

父
さ
ん
の
三
人
き
り
だ
っ
た
の
で
、

家
が
急
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
」
と

結
婚
と
家
に
戻
っ
た
こ
と
で
、
喜
び

い
っ
ぱ
い
の
お
母
さ
ん
で
す
。

★
行
動
派
の
二
人
。
新
婚
旅
行
は
、

二
週
間
、
三
千
キ
ロ
の
“
バ
イ
ク
旅

行
”
だ
っ
た
と
か
。
　
「
東
北
～
北
海

道
～
東
北
～
埼
玉
の
清
美
さ
ん
の
実

家
～
岐
阜
～
富
山
と
回
り
ま
し
た
。

北
海
道
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
」

　
良
昭
さ
ん
が
バ
イ
ク
マ
ニ
ア
。
交

際
中
も
よ
く
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

清
美
さ
ん
も
す
っ
か
り
と
り
こ
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

★
今
月
二
十
一
日
に
開
業
。
若
々
し

い
カ
ッ
プ
ル
が
、
楽
し
そ
う
に
テ
キ

パ
キ
と
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
具

合
い
の
悪
い
の
も
す
ぐ
に
忘
れ
る
よ
．

う
な
気
が
す
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

輪　 弼矧　ガ耽馬　嘲苫　罐u
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ノ
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騰
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鱒懸麟
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ド
ま
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議
灘
鐵
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免
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雅
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灘
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δ
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し
響
監

礁

・勿

●●●アルコール症とは
血液中のアルコール濃度が低下したとき、手のふる

え、不眠症となり、ひどくなると手足や体全体のふる

え、口のもつれ、大量の発汗、息ぎれ、意識障害、

幻聴・幻視がでてくるが、再ぴ酒を飲むとおさまる。

自分の意志でやめたいと思っても、身体が酒を要求し、

酒をやめられない状態になってくる。

　気分不安定、高度感情の鈍麻、意志が弱く持久力、

忍耐力、自制力が乏しくなる。20歳代から清酒約2合

を毎日飲み続けると、30年以上でアルコール症ができ

あがります。10代で飲み始めると、30代で完成。若い

ときに飲みはじめると、早く神経にアルコールの影響

がでてくることになります。

　ストレスのたまった現代人にとって￥酒はそのはけ口として．

また対人関係を円滑にする媒体として、重要な役割りを持って

います。とりわけ￥雪の多いこの地万では、アルコールぬきの

生活は考えられないようです。

　しかし、昨今のようにアルコールが溢れている中にあって。

自分の飲酒のペースを保つことはなかなか困難となり。アルコ

ール中毒患者の増カロがめだってきています。

　特に近年．女性にも飲酒する人が増えてきました。ある専門

病院の￥アルコール外来・新規の受診状況をみると、昭和47年

には男353人・女10人だったのが￥昭和57年には男699人・女75人

となり￥男女比をみると￥35：／から9：1になってきています。

　そこで￥適正な飲酒の観点から．女性の上手なお酒の飲み万

についていくつかあげてみました。

年代別飲酒者の割合（離敷）　〈アルコール中毒の実態〉

15
～
1
9
歳

20

代

30

代

40

代

50

代

60

代
計 人口 飲酒人口

大量飲酒

人　　口

男
性
53．3 88．9 91．O 90．0 82．2 65．8

　％

84．6 県 245万人 115万人 41，000人

女
性
44．1 61．2 59．0 50．7 35．0 34．7

　％

52．8 市
内
5万人 23，500人 1，000人

（推定数）

●
●
4

アノ

け百薬の艮？
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潔

　
　
　
懲
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鋸勘
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飽と人カセ・

変わる
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　　　　　』
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e
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ヤ2．．昂めに健康の　　　　蘇
メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭
チ　　・ヂ還甥．タを受けよう
乎

　　女性の場合、一般的にお酒の飲みすぎで健康障害を

　おこすまでの期間が男性に比べて短かく、これは女性

　ホルモンの関係が考えられます。

　　しかも、女性は男性に比べて、一般に飲酒によって

　おこった健康上の問題をかくそうとする傾向が強く、

具合が悪くても医療機関にいくのをためらい、問題の

発見が遅れることが多いのです。

　　お酒の好きな婦人は、肝蔵などの検査を定期的にう

　け、健康上に問題があると思うときには、早めにチェ

　ックを受け、自分の健康を確認するようにしましょう。
サ

　＊牽罰
！
‡

くすりとお酒の榊斡激
　　　　　　　　　　　　　　　　駁
　　併用はさけよう　　≧

慶

と胃潰瘍をおこすことがあります。とにかく
んで飲酒することのないよう気をつけましょう。

　　女性の場合、睡眠薬、精神安
　定剤、性ホルモン剤など、いろ
　いろな薬を用いている人がよく

醸　ありますが、薬とアルコールが
　体のなかでいっしょになると、
　薬の作用が強くでて危険な状態
　になることを知っておくことが
　大切です。

　　鎮痛剤やかぜ薬といっしょだ
　　　　　　　　　　　、薬を飲

xヤ4．過剰飲酒に一一激
〆

鰹
タ
　
ヨ

奪

恥

走嚇藩ぢ嶽機会とは

4

　　　男性にもいえることですが、
　　女性の場合特に、ちょっとした

　　生活上の問題が過剰飲酒の引き
　　　がねになることが多いのです。

　　　たとえば失恋、離別、死別など

愛霧鷲濃隷震あ

お酒の好きな女性は、

るのではなく、

に、つい飲み方を誤まるといっ

たことがおこります。

　このようにならないために、

日常生活でお酒に楽しみを求め

　　　　　　何かほかに趣味や楽しみを求め、多様
化した生活の中で、生活全体を潤いのあるもの、生き

がいのあるものにしていくことが大切です。

　家族や周囲の人から孤立しないように、コミュニケ

ーションをよくし、またサークル活動や仕事、ボラン

ティア活動を通じて、社会と積極的にかかわりあいを

もつことも必要でしょう。

　　　　　　　　　　十

x榊3．妊娠中は＋＋一激
暑ナ
｝

鰹

　
飲
酒 をさけよう　‡

Cg

蟹

翌
　　　妊娠中に飲酒していると、発

　　育障害、知能障害、顔面の異常

　　などの障害（胎児性アルコール　　　　　　　　　　　　　　　辛
　　症候群）をもった赤ちゃんを生
　　む可能性があります。

　　　母体のアルコールは、胎盤を

　　通じて同じ濃度で胎児に達する

　　ので、おなかの赤ちゃんには危
　　険になるのです。

　このアルコールの作用は、まだ妊娠と気づく前の受

精したときからはじまるので、妊娠中はもちろん、妊

娠可能のある人は、生理前からの飲酒もさけるように

したいものです。

→一→一→一→縄，
　昭和58年度から、県内の保健所を中心に、酒害予防

相談員の制度が設けられています。

　また、地区ごと、専門病院に、家族を含めた断酒会

が31結成され、活動を進めています。

◎1本は人、酒を飲み

◎2本は酒、酒を飲み

◎3本は酒、人を飲あ

　　　　　　迷酊

～気軽に

　利用しましょう～

　「病気かな」と思ったり、

「このままだと病気になり

そうだ」と心配なときには

早めに市の保健センターや

保健所へおでかけください。

　精神衛生相談員、保健婦
などが、「酒害相談」や「心

の健康」について相談・助

言にあたっています。

◎連絡先

　〇十日町保健所
　　（盈57－2400）

　O市役所保健センター
　　（智57－3111⑧503）

　　　卑率5

！
≠
‡賊嚇

．うまくお酒とつきあおう　　　　　縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
　　　　　　お酒が好きな女性は、適正飲酒によって、お酒と、暑

愈始
　　◎

GIVE　UPする限度量

そのかもしだす雰囲気を味わい、人々とのコミュニ詩

一ションを楽しむようにしたいものです。

　適正飲酒には、今まであげてきたほかに

①楽しく飲むこと…酒を飲むことを目的としない

②自分の適量にとどめること

③食べながら飲むこと

④ゆっくりと自分のぺ一スで飲むこと

⑤週に2日は飲酒をしない日、いわゆる休肝日をつ

　　くり、肝臓をいたわること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辛
⑥濃いアルコール飲料は薄めて飲むこと…濃い酒を十

　　ストレートで飲むとアルコールに強くなる　‡

アルコール1日の摂取量：純アルコールにして80cc　　辛

・認一磁瀞鹸・忘嬬一磁娠）奮1
・r欝一欝脚』・論一礫論幽呈‡
●お酒を味わいながら￥丈夫で長もち、そして楽しい人生が味わえるよう，お酒とうまくつきあつていきましよう。

→一十桝→榊←→←→←→←十率→←→←→卜→←→←→←→←→一牽→臣→峠率→←→←→一→卜榊

一一
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囹農用地利用増進事業で安心して農地の貸借を
　～集落ぐるみで農用地の有効利用を進めましょう～

　　　ジこつボ　　　　　　　オしノロヤリリマヤゆリリドリワグロゆヲリ　セ　　ヴザワゆヲ
　　　‘雪も●”

　　　　）　　　　　◎農用地利用増進事業は、農用地の貸し借りなどを、農地法

　　　　　　　　　　によらないで、農家の申し出によって、権利の設定、移転の
脚　　計画をまとめたr農用地利用増進計画」を作成し農業委員会

　　　　　　　　　　の決定をへて公告することにより、安心して農用地の貸し借

農業委員が、農地流動化　りができる制度です．貸し借りがおわれば、農地は自動的に
推準員です・ぜひご相談返されます。離作料などの心配はありません。
ください。

囹貸手農家には農地流動化奨励金が支給されます

10年以上は
　3万円

6年～10年未満は

　2万円

る場合のl
l委あっせん農

1地等を売った
二の特典があり

100万→500万
　　50
　　　　　　　1000　　　16
享業は　　100

曇取得価額の

藁地域で4分の
）O万円まででヌ

鰻たりの笛阿6驕満は

詫購融面　　　囹農地を売買する場合の特例・特典
蒙雑肱、．、◎農用地利用増進法、農委あっせん農地保有合理イ路事業に

　ー　　　ポξ燭　　より農用地区域内の農用地等を売ったり、買ったりした場合
　　　　0　　　　　。　1　　　は、っぎのような税制上の特典があります。
　　　　一　　ノ　　　　　、
　　　　　　　　　　①譲渡所得税特別控除　100万→500万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　む　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　②登録免許税税率軽減　　1000　　諮　　1000

　　　　　　　　　　　農地保有合理化促進事業は　　1000

　　　　　　　　　　③不動産取得税軽減措置　取得価額の3分の1控除
　　　　　羅瀟瀞“　利用増進の場合は農振地域で4分の1控除

※農地取得資金の貸付限度額は、一般的には200万円までですが、次の事業の場合、

　限度額が引上げられます。

　①農委あっせん、農地保有合理化促進事業……限度額1，000万円

　②農用地利用増進事業…・……………・………・…限度額1，500万円

（～騰突脇灘薔署辮借りたい）このようなときは擢懸委蟹

農業者年金定例相談会を開催

　下記の日程で相談会を開催しますので、

受給者および加入者、または未加入者で相

談したいことのある方はおでかけください

●日時　11月15日㈲午前10時半～午後3時

●会場　長岡市厚生年金会館第一小ホール

十日町家畜指導診療所

　　移転のお知らせ

　家畜指導診療所は、10月11日か

ら十日町畜産振興センターが完成

するまでの間、十日町シルク農業

協同維合遠合会欝瞭本町㊧一塗、

奮52－2588）に移転しました。

亀
7
◆
‘
一
一
習
・
◆
‘
…
7
◆
‘
卿
一
署
・
◆
‘
3
一
7
◆
‘
…
7
◆
‘
一
一
一
7
◆
・
一
…
7
◆
‘
一
一
7
◆
・
蕊
一
7
◆
・
・
…
曹
．
◆
‘
。
＝
一
．
◆
皇
．
．
◆
・
一
－
一
一
．
．
◆
．
・
…
甲
．
◆
・
一
一
一
．
．
◆
一
…
響
．
◆
‘
…
甲
．
◆
，
．
…
7
◆
．
．
…
．
．
◆
、
…
騨
．
◆
、
…
一
．
◆
．
…
曹
．
◆
嘱

暖
房
器
需
憾
安
全
距
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で

使
い
ま
し
よ
う
・
＋
日
町
地
域
消
防
本
部
・

　
ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
冬
。
毎
年

冬
期
間
に
発
生
す
る
火
災
の
原
因
と

し
て
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
燃

え
る
物
を
干
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火
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全
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　　　一ご利用ありがとうございました一

こ把ま号の容凌回収しまず

　ことしの自動車文庫（こだま号）での本の貸し出しは、10月で

終了します。借りてある本は忘れずにお返しください。

　　　　　　　　〈回収　日　程〉

地区（コース） 回収日 地区（コース） 回収日1

水　　　　　沢 11月2日働 吉　　　　　田， 11月9日働

六　　　　　箇 11月5日（月） 川　　　　　治 11月12日（月）

飛　　　　　渡 11月6日（幻 十　　日　　町 11月13日（幻

夜間①（嬰誘日町’） 11月6日（火》 夜間②（礪署欝町） 11月13日（幻

下　　　　　条 11月7日困 中　　　　　条 11月14日（水）

　都合のつかない方は、公民

館本館・各地区公民館に早め

にお返しください。

※市報10月10日号で、図書室

の休館日が11月14日とあるの

は、11月4日の誤りですので

訂正します。

II月：市民講座のご案内茄翻襲．
　　　　　　　　　　　　　　十日町市公民館（智57－5011）

講　座　名 内　　　　容 講　　師 日

近代小説 林芙美子の文学を味わう 田村喜一 16・30日

古文書入門 初心者のための講座 上村政基 14・28日

焼　　　　物 初めて焼物に向かう人に 桑原晴一 6・13・20・27日

きょうの料理 NHKテキストより 酒井　　環 7・21日

時間はいずれも夜7時から9時頃

味の手ほどき プロのコツを学ぶ 塩川喜一（志保川） 8・22日

時間は午後1時15分から2時間くらい

期
時
場
講

●
●
●
●

日
間
所
師

●材料費

●用意するもの

11月6・13・20・27日（毎週火曜日）

夜7時～9時
十日町市公民館

重野桂二さんとぐる一ぷばれんの皆さん

200円（当日お持ちください）

　　　彫刻刀（生徒用でも可）

ん
ん
ん

　
　
さ

さ
さ
し

　
　
う

婚
約
ど

　
　
人

新
婚
恋

しゃい
　3歳までのしつけが、その子の性格を決めるともいわれています。

11月は一番大切な3歳までの子育てのポイントです。父親の役割

母親の役割など2回にわたって行います。

　●日時11月7日㈱・13日（幻夜7時～9時

　●場所十日町市公民館
　●講　師　2回とも花積正夫氏（元コロニー白岩の里所長〉

◎こんなことを聞きたい、相談したいことを7日にどんな用紙で

　もよいので書いてきてください。

◎最終回は11月21日㈱にカウンセリングを行います。心・身体・

　育児のことなど、気軽に講師の先生と相談ができます。

醐Z～チヤージなズラちグ％
　　　　　　　　　加蕎i年演一乙ノ

●と　　き　11月3日（土）午前10時～午後3時

●ところ　勤労青少年ホーム（学校町1）

●イベント　バザー…・カレーライス、うどん、おしるこ、おでん

　　　　　喫　茶…本格コーヒー、ジュース、紅茶、プリン、トースト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etc
　　　　　茶席…青空の下でまっ茶はいかがですか？

　　　　　花展…おけいこの成果を発表します

　　　　　　その他、写真や書付展示、ガラクタ市、フォー

　　　　　クコンサート。ゲームコーナーでは“笑っていい

　　　　　べか一ホーム版”、グループ対抗なわとび大会な

　　　　　　どを行います。安くておいしいバザー、若さあふ

　　　　　れる企画のホーム祭へぜひおいでください。

　　　　　　※ワタあめ…無料です。

●アーマ

●講

●日

●会

●主

師
時
場
催

象庭教實講塵への窃誘い
現代社会が求める小中学生期の健全育成

　～現代社会の中で、小中学生の複雑な心理を、親

　　はどうとらえたらよいのでしょうか～

高柳和子（東京家庭教育研究所講師）

11月11日（日）午前10時～正午

十日町市農協福祉会館4階

新潟県明るい社会づくり推進協議会

市美術展：盛況におわる
　第17回十日町市美術展

は、10月12日～14日まで

十日町市公民館で開催さ

れ、2，500人の入場があり

盛況でした。

　会場には7部門242点の

作品が展示され、美術の

秋本番の感を呈しました。

　　　　ふるさと芸能のつどい

●日時11月4日（日）午後2時～4時

●会場　クロス10大ホール

●内　容　十日町市をはじめ、近隣10市町村の代表的な伝統

　　　　芸能（民謡・神楽など）が繰1）ひろげられます。

　　O司会…駒形正明（TNNアナウンサー）

●主　催　新潟県南部観光協議会

●テレビ放映　11月11日（日）夜10時半～11時25分、TNNで。

目襲縣懸轟馨関鷲膿顕鑓難

【】10月31日㈱午後1時25分～1時40分

　　関東甲信越ネットワーク＜NHK＞

■11月3日仕）、12月1日（木）午後5時～5時半

　　BSN民謡チャンピオン

■11月4日（日）午後11時～11時半（再1論午後9時～）

　　雪国のあすを切り拓く～21世紀への課題～＜TNN＞
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　　　　　　　今年は市制

　　　　　　施行30周年に

　　　　　　あたります。

　　　　　　12月23日には

　　　　　　待望の総合体
梧沢英男さん　育館竣工を記

念し、スポーツ健康都市宣言

やバスケットボール日本リー

グ公式戦が行われます。当市

体育、スポーッ界のメインイ

ベントにご期待ください。

　　　　　　　（体育課長）

野球、早朝ジヨギーr

ングや、毎年楽し

みにしている歩

けあるけ大会

など広く浅く6）“

スポーツを楽し

んでいます。今年

は郡市対抗陸上大
　　　　　　　　大倉清治さん
会のリレーメンバー

一として参加することもできまし

た。これからも無理のないよう頑

張っていきたいと思っています。

　　　　　　　（尾崎・42歳）

　5年程前から、「趣味はバドミントン」と答え

ます。週1回2時間汗を流すと気持ちが良いし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

バドミントンという響きと、何より仲間が家庭的

なのです。先日も、「50歳までは続けよう」「そう、

絶対にね」と固く誓いあいました。

毎週木曜日が待ち遠しいこの頃です。

　　　　　（城之古3・36歳）

o

、
。
㌦

・市体育課嗣川
、

出
口
芳
子
さ
ん

、
。
．

調

　苗場会は、会員46人の馬

場地区の青年会です。10月

10日には町内ソフトボール

大会と体力テスト、3月に

は町内雪上運動会。また水

沢地区体協主催のナイター

バレーボール大会にも参加

し、ますます好調の苗場会

です。

c

（馬場3、36歳）

富
井
正
弘
さ
ん

獺醗鱗懸灘鍵繋．
期日 行　事　名 会　　場

％（土） 第27回魚沼二市三郡
軟式庭球選手権大会

信濃川運動公園 市　軟　庭　連

％（士） 第17回新潟日報杯争奪
二市三郡バドミントン大会 市民体育館

市バドミントン協会

％（日） 郡市6人制バレー大会 市民体育館 市バレー協会

％（日） 第28回

二市三郡柔道大会
武　　道　　館 市柔道協会

％（日） 第2回
空手昇段級審査

武　　道　　館 市空手協会

％（効

乃困 魚沼地区高校卓球大会 市民体育館 高　　体　　連

％（日） スキー
ジュニア指導者研修会 十高・十二様 市スキー協会

％（日） 第1回飛渡紅葉
ジ　ョ　ギ　ン　グ大会 飛渡地区内 飛渡地区体協

％（月） バドミントン

地区体協親善大会 中条小学校
市バドミントン協会

％（土）

～
％
（月）

中越地区秋季
高校バドミ≧トン大会

十高・市民体育館 高　　体　　連

11月
下旬

ミニバスケットボール実技講習会 川　　治　　小 市バスケット協会

轟慰毬蠕暴体育霧i屡裟彰者

響轡謹

曳

、、、

、

、鞭じ

、膿1

　ぶい勲l／、／

、＼”、

8　●
　．＼、

、

溝～睡L
、協

学
校
開
放

昭和59年後期申込受付中

●市内在住もしくは在勤のか

　たで、10人以上で構成され

　ており、責任者がはっきり

　している団体

●申し込み　11月2日までに

　市体育課へ

第9回高齢者ゲートボール大会結果

　
B
A

　
会
台

）
石
影

人
明
川

80⑫
位
位

ム
2
4

一チ
A
A

36

山
会

加
　
石

参
高
明

　
ね
位
位

10

1
3

奪
、
塞
　
　
　
望
3

　
　
　
　
γ
執
”

　
　
　
　
鐸

蕊
轟

　～いいアセ流そう

　　　　歩いてもいい、完走めざそう～

■11月11日（日）雨天決行

■午後2時スタート（飛一小グラウンド）

■1．5km、3km、5kmコース

■申し込みは11月5日までに

飛渡地区公民館内大会事務局

　　（智59－2032）へ。

　　　醜濡渡地騨諺
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◆
◆

　市農協青年部では、アフリカに米を送る運動

をはじめました。11月10日（土）・11日（日）の農協祭

では、ライスロードフェスティバルを開催し、

楽しいコンサートやゲームを通じて、みなさん

のご協力を呼びかけます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
　ぜひ一握りのお米を持って、市農協本所のフ

ェスティバルステージにおいでください。

■フェスティバルの内容

　・フォークコンサート（出演者は交渉中、ア◆

　　マチュアグループの参加も大歓迎）

　・大声コンテスト　・ウルトラクイズ

　・にらめっこ勝ち抜き戦　・スピードガンなど

※詳しいことは、市農協本所・ライスロードフ

　ェスティバル実行委員会（費57－1571）まで。

◆　　　　　◆　　　◆　　　◆　　　　　　　　　　◆　　　　　　◆　　　　　　　　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　　　　◆　◆　◆　　　◆　◆

燃
え
な
い
ご
み
一
部
有
料
化

～
冬
期
問
の
事
業
系
の
ご
み
に
限
っ
て
～

　
冬
の
間
、
高
城
沢
へ
自
己
搬
入
さ
・

れ
る
事
業
系
の
不
燃
物
に
つ
い
て
は
、

雪
消
え
を
待
っ
て
霧
谷
埋
立
地
へ
移

送
し
て
埋
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
冬
期
間
の
不
燃
物

は
、
通
常
の
場
合
と
比
べ
て
処
理
費

用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
有
料

化
に
つ
い
て
九
月
の
組
合
議
会
で
可

決
さ
れ
、
こ
の
冬
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
系
の
ご
み
は
、
自
ら
処
分
す

●料金表

る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
市
町
村
で
は
冬
に
限
ち
ず
有
料
に

な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
の
間
、
不
燃
物
は
で
き

る
だ
け
構
内
に
保
管
し
、
雪
消
え
を

待
っ
て
霧
谷
埋
立
地
へ
搬
入
さ
れ
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
，
料
金
は
一
ヵ
月
分
ま
と
め

て
、
そ
の
翌
月
に
納
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

車
両
最
大
積
載
量

一
台
当
り
の
金
額

○
・
五
ト
ン
以
下

五
〇
〇
円

○
・
五
ト
ン
を
越
え
一
ト
ン
以
下

一
、
○
○
○
円

一
ト
ン
を
超
え
る
も
の

車
両
最
大
積
載
量
（
一
ト
ン
未
満

の
端
数
は
一
ト
ン
と
す
る
。
）
に

一
、
○
○
○
円
を
乗
じ
て
得
た
額

上
越
灘
護
購
糠
斎
等
部
よ
り

　
県
立
上
越
養
護
学
校
高
等
部
は
、

お
も
に
上
・
中
越
地
域
の
体
の
不
自

由
な
方
々
の
教
育
を
充
実
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
入
学
資
格
〕

ω
手
・
足
・
上
体
等
の
動
き
に
不
自

由
の
あ
る
人
。

ω
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
。

．
高
等
部
一
年
～
中
学
校
を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
卒
業
見
込
み
の
人
。

．
高
等
部
二
年
～
高
等
学
校
一
年
修

了
者
．
高
等
部
三
年
～
高
等
学
校
二
年
修

了
者
〔
教
育
内
容
〕

．
一
類
　
普
通
教
科
が
中
心

．
二
類
　
実
業
的
教
科
が
中
心

◎
障
害
に
応
じ
て
健
康
指
導
・
養
護
・

訓
練
が
あ
り
ま
す
。

◎
通
学
で
き
な
い
生
徒
の
た
め
寄
宿

舎
が
あ
り
ま
す
。

◎
小
学
部
・
中
学
部
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
直
接
同
校
（
盈
〇
二
五

五
－
二
二
ー
一
四
四
一
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
身
体
障
響
考
彪
簗
韮
医
療

　
受
給
者
の
範
圏
灘
麟
炎
に

　
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
十
月
一
日
か
ら
人
工
膀
胱
・
人

工
肛
門
装
着
者
に
も
、
申
請
に
よ
り

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
装
着
部
位
に
よ
っ
て
は
、

交
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
市
・
社
会
福
祉
事
務

所
援
護
係
（
智
五
七
！
三
一
一
一
㊥

一
三
三
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
健
康
保
険
本
人
も
更
正

医
療
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

障害者の社会参加をテーマに

　　　～障害者福祉大会につどう～

　市制施行30周年を記念して，10目／0日・市民会

館で「十日町地域障害者福祉大会」が完全参加と

平等をテーマに行われ、300人が出席しました。5

人による主張の発表￥バネルティスカッションに

よる熱心な討論が展開され、ホワイエではチャリ

ティ・バザーも開催。地域の総意で福祉向上をめ

ざす亘言が採択されました。

東北電力が
　　　　防犯灯を寄贈

　東北電力（星十日町営業所長）は、

秋のサービス旬間の一環として、防

犯灯8基を市に寄贈しました。

　市では、設置要望のある個所のう

ち、危険度の高い個所から設置する

ま
す
。
血
液
透
析
中
の
方
、
心
臓
手

術
の
必
要
な
方
な
ど
も
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。し

縁
簿
懇
謹

設
置
者
無
縷
饗
懇
開
催

　
市
で
は
、
次
の
日
程
で
し
尿
浄
化

槽
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
方
、
し
尿
浄
化
槽
の
こ

と
で
困
っ
て
い
る
方
な
ど
、
ご
希
望

の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
十
一
月
九
日
働
　
受
付
…

午
後
一
時
半
～
二
時
　
研
修
時
間
…

午
後
二
時
～
四
時

●
会
場
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
i

●
内
容
①
映
画
②
し
尿
浄
化
槽

に
つ
い
て
の
関
係
法
規
　
③
し
尿
浄

化
槽
の
維
持
管
理

『
み
ょ
う
が
村
見
聞
記
』

　
　
映
写
会
へ
の
お
誘
い

●
内
容
　
四
十
年
余
を
精
薄
児
教
育

ひ
と
す
じ
に
歩
ん
で
き
た
田
村
一
二

氏
の
原
作
を
得
て
、
理
想
郷
と
も
い

　
　
　
　
み
よ
う
カ

う
べ
き
”
茗
荷
村
”
に
住
む
人
々
の

愛
と
希
望
と
明
る
さ
い
っ
ぱ
い
の
生

活
を
活
写
し
て
い
ま
す
。

●
上
映
日
時
・
会
場
　
十
月
三
十
一

日
㈱
午
後
七
時
上
映
…
下
条
地
区
公

民
館
　
十
一
月
一
日
㈲
午
後
七
時
上

映
…
ク
ロ
ス
ー
〇
三
階
中
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
無
料

●
主
催
　
社
会
福
祉
を
語
る
会

●
問
い
合
わ
せ
市
・
社
会
福
祉
事

務
所
内
、
古
沢
幸
男
（
智
五
七
⊥
ニ

ニ
一
㊥
一
三
二
）

博
物
館
資
料

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈
九
月
十
一
日
～
十
月
十
日
分
〉

　
庭
野
重
左
工
門
（
赤
倉
）
　
十
日

町
川
柳
研
究
会
　
大
久
保
健
（
新
座

第
四
）
　
㈱
秋
桜
舎
（
東
京
）
　
渡

貫
若
松
（
本
町
六
）
　
田
村
政
治
（
諏

．
訪
町
）
　
小
泉
東
一
（
市
之
沢
）

飯
塚
時
計
店
（
高
田
町
一
）
　
新
潟

県
文
化
行
政
課
　
俵
山
準
一
（
ニ
ツ

屋
）
柳
あ
い
子
（
新
宮
）
　
葉
葺

ユ
キ
（
大
黒
沢
）
　
小
池
琴
二
（
宮

下
町
東
）
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉
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900

期
　
日

検
診
時
冊

検
診
会
場

対
象
　
地
　
区

n
月
7
日
㈹
．

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
0
時

東
　
　
下
・
組

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

東
下
組
地
区

午
前
1
0
時
1
5
分

～
午
前
n
時
3
0
分

下
条
公
民
館

下
条
地
区

午
後
1
時

～
午
後
1
時
3
0
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

飛
渡
地
区

午
後
1
時
4
5
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

n
月
8
日
㈲

午
前
1
0
時

～
午
前
1
1
時

馬
場
小
学
校
馬
水
地
区
、
当
間
、
大
石
、
中
在
家
、

水
沢
市
之
沢

午
後
1
時

～
午
後
2
時
3
0
分

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区
（
右
記
以
外
）

n
月
9
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時

大
　
　
井
　
　
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
座
、
大
井
田
地
区

午
後
1
時

～
午
後
2
時
3
0
分

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

吉
田
地
区

n
月
1
2
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

川
治
、
六
箇
地
区

午
後
1
時

～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

十
日
町
地
区

※
今
回
は
前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
が
対
象
で
す
。
前
回
受
け
な
か
っ
た
人
は
必
ず
受
診

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
回
の
青
い
通
知
書
を
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
書
を
な
く
し
た
人
は
、
会
場
で

　
作
り
ま
す
の
で
通
知
書
な
し
で
も
受
診
に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
三
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
検
尿
、
血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
循
環
器
検
診
（
血
圧
測
定
、
検
尿
）
の
受
診
者
は
一
〇
〇
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
老
人

　
保
健
法
に
よ
る
健
康
手
帳
医
療
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税

　
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
1
0
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
・
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
名

規
格

希
望
価
格

品
　
名

規
格

希
望
価
格

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
し
器

中
　
　
古

五
千
円

三
輪
自
転
車
（
大
人
用
）

相
談
で

ク
　
　
ー
　
　
ラ
　
　
ー

八
帖
～
＋
帖

五
万
円

自
　
　
転
　
　
車

（
ド
・
ッ
プ
ハ
ン
ド
ル
）

五
～
六
年
生

〃

回
転
椅
子
（
事
務
用
）

中
　
　
古

千
五
百
円

自
　
　
転
　
　
車

（
折
り
た
た
み
式
）

〃

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

六
8
⊥
四

相
談
で

ミ
　
　
　
シ
　
　
　
ン

（
足
踏
で
も
よ
い
）

〃

サ
イ
ク
リ
ン
グ
車

分
解
出
来
る

五
万
円

一
斗
升
（
斗
棒
付
）

丸
　
　
型

〃

ス
キ
ー
ぐ
つ

（
ア
ル
ペ
ン
用
）

オ
レ
ン
ジ

ニ
＋
四
主
㎝

一
万
円

11月8日㈲　関芳織物㈱　午前10時

11月9日働睦織物㈱～午後3時

一明日といわず今献血を＿

　
消
費
者
の
豆
知
識
⑬

　
　
　
魚
の
鱗
度
の
琵
分
け
露

魚
は
も
ち
ろ
ん
、
叢
霧
襟
糞
き
物
驚
も
甕
き
磁
覧
い

る
と
き
が
鮮
度
㎜
％
懸
奮
。
毯
だ
が
っ
で
、
そ
⑳
盤
き

て
い
る
と
き
の
状
襲
鷺
ど
の
く
ら
瞬
近
糖
懸
嚢
み
る

の
が
、
鱗
度
の
見
分
雛
欝
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
鮮
度
（
五
感
で
判
断
輩
る
場
合
）

O
体
に
張
り
が
あ
り
．
身
が
硬
く
蓉
ま
っ
て
い
る
も
爾
。

◎
み
ず
み
ず
し
い
光
沢
が
あ
り
、
そ
の
魚
特
震
灘
色

を
保
っ
て
い
る
も
の
。
桝

え
ば
、
イ
ワ
シ
や
サ
ン
撃

は
濃
緑
色
か
ら
青
縁
色
。

ア
ジ
は
黒
褐
色
か
ら
灰
褐

色
。
サ
バ
は
青
緑
色
か
趨

青
白
色
。

●
網
般
に
ウ
ロ
コ
が
落
ち

て
い
な
い
も
の
。
た
だ
膨
、

魚
に
よ
っ
て
は
新
し
く
て

も
ウ
ロ
コ
の
と
れ
や
す
い

むし歯のないよい歯の子
（10月の3歳児健診を受けた子37人）

も
の
が
あ
り
ま
す
（
イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ
、
ア
ジ
、
サ

繋
、
マ
ス
な
ど
〉
。

●
鎌
ロ
コ
の
表
面
に
粘
液
（
ヌ
ル
）
が
出
て
い
な
い

趨
の
（
少
な
い
ほ
ど
良
い
）
。

●
欝
に
み
ず
み
ず
し
猶
透
明
感
が
あ
り
、
外
縫
張
ゆ

鐡
じ
た
感
じ
の
も
の
。

○
エ
ラ
の
色
が
鱗
経
色
。
古
く
な
る
絃
つ
趨
て
、
次

第
鰭
灰
褐
色
か
ら
黒
緑
色
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
ア
ジ
、

イ
ワ
シ
、
カ
ツ
オ
な
ど
懇
氷
水
に
入
れ
ら
れ
て
い
る

も
の
は
、
新
し
く
て
も
白
っ
ぽ
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

O
腹
部
が
し
っ
か
り
し
で
い
て
、
指
で
押
じ
て
弾
力

の
お
る
も
の
。
古
く
な
る
に
従
っ
て
軟
ら
か
く
切
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
く
な
り
、
変
色
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
漆
快
臭
の
な
い
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
類
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
生
き
で
い
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
異
臭
の
な
願
も
の
（
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臭
さ
な
ど
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
む
き
身
は
肉
が
厚
く
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
の
あ
る
も
の
。

氏　　名 住所 保護者名

阿部　　啓介 本　町　4 啓一

神主　　　良 下川原町 明

中川　　　圭 新座　1 玄忍

　　あず　み越井　　梓美 新　座　3 範行

滝沢　　　綾 上原新町 正規

水落美和子 願　　　入 隆

水落実加子 二　　　子 義彦

川村　　貴樹 高　山　4 友樹

高山由紀子 山　本　2 泰雄

丸山　大輔 吉田山谷 一幸

古沢　　沙織 安養　寺 幸次

擁
繰
薦
懸
凋
タ
ー
で
諜
寮
灘
、
顯
難
…
…

　
水
沢
診
療
所
の
業
務
を
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
移
転
し
て
診
療
を
開
始
し

ま
し
た
。
診
療
時
間
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
診
療
科
目
　
内
科

■
医
師
　
成
沢
慶
治
先
生

■
診
療
時
間
・
平
日
…
午
前
八
時
半

～
午
後
五
時
・
土
曜
日
…
午
前
八
時

半
～
午
後
○
時
半
・
日
曜
、
祭
日
は

休
診
　
※
な
お
予
防
接
種
、
検
診
な

ど
に
よ
り
午
後
の
診
療
を
行
な
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

停
羅
の
撚
瓢
考
せ

▼
十
月
二
十
九
日
㈲
　
午
後
○
時
半

～
午
後
四
時
半
　
土
市
第
二
・
第
四

の
各
一
部
土
市
第
一
・
第
三
、
新

宮
第
一
・
第
二
の
全
部
　
▼
十
月
三

十
一
日
㈱
　
午
前
八
時
～
午
前
十
一

時
半
　
下
条
本
町
の
一
部
、
貝
ノ
川
、

水
口
、
新
保
、
下
山
、
新
光
寺
の
全

部
　
▼
十
月
三
十
一
日
㈱
　
午
後
○

㎜
鎖
潟
の
藤
鶏
救
懸
獲
　
…

…
3
日
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
㎜

…
（
文
化
の
日
）
　
盈
5
2
1
2
1
7
4
皿

…
4
日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

…
　
　
　
智
5
5
1
2
0
0
3
…

㎜
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

…
　
　
　
智
6
3
－
2
1
1
1
…

㎜
”
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
餐
5
2
1
3
2
6
9
一

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
二
、

㎜
　
　
　
奮
6
5
1
3
1
6
1
…

㎜
1
8
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
智
5
2
－
2
9
5
7
㎜

…
2
3
日
　
第
二
藤
巻
医
院
（
川
西
町
上
野
）
　
…

…
（
勤
労
感
謝
の
日
）
盈
6
8
1
2
0
1
8
…

…
2
5
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

一
　
　
　
智
5
7
－
3
0
1
8
…

時
半
～
午
後
四
時
半
　
下
条
本
町
、

中
央
通
り
の
各
一
部
　
桑
原
、
野
田
、

蟹
沢
の
全
部
　
▼
十
一
月
二
日
㈹

川
治
内
後
、
川
治
下
町
第
一
・
第
二
、

妻
有
町
東
一
丁
目
の
各
一
部
、
谷
内

丑
第
一
・
第
二
の
全
部

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

n
月
1
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

56

年
5
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

n
月
1
6
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

58

年
5
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

n
月
2
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
3
0
分

59

年
7
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

n
月
2
6
日

　
（
月
）

午
後
L
時

　
～
3
時

59

年
1
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
｛
暴
離
簸
繋
墾
噛
隅
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら
、


